
平成３０事業年度及び第２期中期目標期間に係る業務実績　評価一覧表(案) 【資料１】

評価結果

H28 H29 終了時見込
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4 4 3 3→4

（委員平均は３）
・「明確化」という点で、回復リ
ハ病棟が稼働し訪問看護ステー
ションの併設も含め、他の公立病
院にない医療機能の明確化を実現
している。
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Ａ Ａ ― Ａ Ａ ― Ａ

4 4 3 3→4

（委員平均は３）
・年度途中での医師の減員がある
なか、地域医療機関との連携を従
前どおり維持している点や、登録
医が増加している点を評価。

4 4 4
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3 3 4 4↑ 3 3 4→3

（委員平均は４）
・幅広く取り組んでいるが他病院
と同様のレベルであり、独自の特
色は打ち出せておらず、経年的な
視点で評価。
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Ｂ Ａ ― Ｂ↓ Ａ ― Ｂ↓

3 4 3 3↓ 4 3 3↓

3 3 3 3 3 3 3

4 4 4 4→3↓

（委員平均は４）
・FMS方式の導入といった取り組
みは評価できるがそれを考慮して
も材料費率・経費率は実質横ばい
であり、計画を上回ったとは言え
ない。
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4 3 3 3 3 4 4→3

（委員平均は４）
・平成30年度も一定の取り組みは
なされているが、平成28年度から
29年度にかけての成果が継続され
たとまではいえない。

Ｂ Ｂ ― Ｂ Ｂ ― Ｂ

3 4 3 3↓ 4 4 4

3 3 3 3 3 4 4→3

（委員平均は４）
・次期への繰越資金は中期計画の
目標を上回るが、独法設立時の資
金額までは差が大きく、建替えを
見通した財源の蓄積には至ってい
ない。

内　　容　　項　　目

平成30事業年度 第2期中期目標期間

評価結果 法人
自己評価

評価委員会
評価

委員平均と異なる評価となった
協議のポイント

法人
自己評価

評価委員会
評価

委員平均と異なる評価となった
協議のポイント

全　体　評　価

第１　市民に対して提供するサービスその他の
業務の質の向上

１　市民病院の果たすべき役割の明確化

（1）医療機能の明確化

（2）地域包括ケアシステムのなかでの役割の明
確化

（3）災害等緊急時への対応

２　高度な総合的医療の推進

（1）急性期医療の総合的な提供

（2）救急医療の推進

（3）予防医療及び市と連携した政策医療

３　利用者本位の医療サービスの提供

（1）医療における信頼と納得の実現

（2）利用者本位のサービスの推進

４　地域とともに推進する医療の提供

（1）地域医療支援病院としての役割の推進

（2）地域の医療・介護等との連携の推進

（3）地域社会や地域の諸団体との交流

５　総合力による医療の提供

（1）チーム医療と院内連携の推進

（2）情報の一元化と共有

６　医療の質の向上

（1）継続的な取組による質の向上

（2）医療安全や院内感染防止対策の徹底

（3）コンプライアンス（法令・行動規範の遵
守）の徹底

第２　業務運営の改善及び効率化

１　医療職が集まり成長する人材マネジメント

（1）必要な医療職の確保

（2）魅力ある人材育成システム

２　経営管理機能の充実

（1）役員の責務

（2）管理運営体制の強化

（3）事務職の役割の明確化と専門性の向上

３　構造改革の推進

（1）組織風土の改革

（2）人事給与制度の整備

（3）購買・契約制度の改変

（2）資金収支の改善と計画的な投資

第３　財務内容の改善

１　業績管理の徹底

（1）診療実績の向上による収入の確保

（2）支出管理などによる経費削減

２　安定した経営基盤の確立

（1）経営収支の改善


